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今回も、前回と同様に５０名の受講生が「富士見の歴史講座」で勉強され

ました。歴史の好きな方々が多いのに驚かされます。 

激動時代のヒーローにスポット・ライトを当てた講座ではないですが、ヒ

ーローと同様に危機感に動かされた人々と庶民への影響など知り得て、「ホ

ー！」「ヘー！」という感嘆の言葉が聞かれました。前回講義での質問では、川

越藩・忍藩の三浦半島での警護費用は？誰が負担？・・・等であり、今回は質

問ではないですが、天狗党の借金という強奪？負担、追討幕府への助郷などの

強要負担などの数値を知りました。やはり歴史の転換期の影響は、場所により・

人により計り知れないところがあるようです。 

 

 

 

  以下は、配布資料になくて、プロジェクターで説明された内容のものを、

少し載せますので、講義を思い出してください。（春日部市郷土資料館 第４３

回 夏季展示 「幕末のかすかべ」より） 

 

 

富士見の歴史講座 第二回  平成２５年６月８日(土)10:00～12:00 

「天狗党の乱」と「埼玉」 

春日部市郷土資料館 学芸員 榎本 博氏 

報告： Ｈ．Ｓ． 
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講師の言われますように、郷土の歴史の、このような１コマを知ることに

より、考えるヒントを与えてくれてるような気がします。 
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  天狗党は、元治２年（１８６５）正月２９日、越前敦賀において８２３名

が降伏。慶応元年（１８６５）２月４日から処刑が決行された。 

  結果からすれば道半ばで、 

終わった事になりましたが、 

歴史の１コマとして 

その動きが起こした世間への 

インパクトは重量級であった 

ようだ。 

  講師の方が結びで述べられ 

たが、『郷土の歴史を知ることに 

より、現代の問題のヒント、地元 

の魅力など気付かせてくれる』 

という。 

前回と今回の講義は 

まさに、その通りである。 

次回も楽しみである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


